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1まじめ に

○ 「学校教 育法等 の一 部を改正する法律(平 成27年 法律 第46号)」(以 下 「改正法」とい

う。)が、平成27年6月24日 に公布 され、平成28年4月1日 から施行 されることとなった。

今 回の改正は、学校 教育制度の多様化及び弾力化を推進するため、小中一貫教育 を実.

施することを目的とする義務教育学校 の制度を創設するものである。

○ 現在、小中一貫教育の取組を先行して進めている学校 においては、1屯1ギャップ」のt

緩和や小学校高学年における子供の発達に即した指導の充実、教育内容や学習活動

の量的・質的充実への対応等のため、柔軟な学年段階の区切りの殻定、乗篁入れ授業の

実施、小学校段階からの教科担任制の導入など、それぞれの地域や学校の実情に応じ

た取組が行われているが、小中一貫教育を実施する学校の施設計画については、総合

的に整理された指針などはなく、設置者において、先行事例などを参考に試行錯誤 を重

ねながら実施しているのが現状である。

○ こうした背景を踏まえ、本会議は小 中一貫教育に関する学識経験者や先行して取り組

んでいる行政や学校関係者の協力を得て、アンケート調査や視察等により実態を押さえ

ながら議論を重ねて、小中一貫教育の効果的な実施に資するための学校施設に関する

本報告書を取りまとめた。

○ 具体的には、改正法や 中央教育審議会答 申「子供の発達や学習者の意欲 ・能力等に

応じた柔軟かつ効果的な教育システムの構築について」で示されている小中一貫教育の

制度設計の全体像を踏まえ、小中一貫教育に適した学校施設の基本的考え方や計画 ・

設計における留意事項を示すとともに、先行事例を掲載して、施設の計画・設計における
ノ

留意事項 についての具体 的内容や 計画 ・設 計の前提 条件 となる教 育課程 、運営状 況 を'

分かりやす く解説している。

○ 小 中一貫教 育の導入 については、児童生徒 の実態や地域 ・保護 者 のニーズ等を踏ま

え、設 置者 が適切 に判断すべき事項 であるが、その際、小 ・中学校段 階の教職員が9年

塵 通じて実現したい教育 目標を共有し、一体 的な組 織体制 の下、9年 間一 貫した系統

的な教 育課程 を編成 ・実施することができる施設環境を整 えることが重要である。そのた

めには、施設づくりの早い段階から関係者が参画し、理解と合意を図っていくことが極 めて

重要である。

○ 本会議としては、設置者が本報告書を参考に、個々の学校や地域の実情に応じた良好

な小 中一貫教育のための施設環境を確保し、これにより我が国の小中一貫教育の質的

向上に寄与することを切に願う。
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鉄 筋コンクリート造

地上3階

42,633m2

8,346m'

1教 育上の特色

「ともに生ぎ 未来を創る たくましいrJ

湖南の子」を教育 目標とし、地域に開かれ

た学校づくり、郷土学習の充実等地域連携

の強化や恵まれた自然を活かした環境学

習の充実を行うと共 に、9年間を一貫ざ

せた教育課程の編成を行う。全国に先駆け

て小中一貫教育を開始したため、教員の異

動や他校からの転出入を配慮し、6-3制を

維持して小中一貫とした。低学年は、学級

担任制を基本とし、小学3～4年 生から緩や

かに教科担任制を導入し、多くの教科で小

中相互の乗り入れ授業を行っている。

また中学校教員による小学5～6年 生への

英語表現科授業に加え、外国人教師による英

語表現科授業を小学1年生から実施している。

国学校運営(マ ネジメント体制)

1人 の校長が小 ・中学校長を兼務する。

教務関係、生徒指導関係、学校事務は共同

実施している。
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湖南小中学校

計画 ・設計のポイント

1.異学年交流スペースの充実

2.小中一貫教育の実施に適した安全

性の確保

3.地域と共にある学校施設の整備

国施設上の特色
。小学校の新校舎を既存の中学校の校舎と一体化ざせて増築。校舎と校庭は一体

化したが、小学校の体育館、プールは新たに設置。遊具施設は校庭の校舎付近に

置ぎ、小学生が安心して遊べる天然芝生のプレイコートも設置。

。管理諸室や特別教室は共有しており、管理諸室は校舎中央に、特別教室は利用頻

度の高い中学校側に多く配置ざれている。増築 した小学校棟には、多目的ホール

やランチルーム、図書室等の小中の交流を促進する場所を多く設けている。

・小学校校舎の増築には地元の杉材を多く使用。語り部の部屋や郷土資料室等、

学校内に地域のコミュニティ拠点としての交流スペースを設けている。
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湖南小中学校
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広い空間と階段状の椅子を活かし、各教科の成果発表など、児童生徒のプレゼンテーション能力育成の場として利用きれている。

また、隣接する音楽室と一体的に使用することもでき、小中合同の始業式や終業式、吹奏楽部等の部活動にも使用している。
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校舎中央に配置ざれたランチルームでは、

児童生徒が共に準備をし食事をとることで、

自然なコミュニケーションが生まれる交流

スペースとなっている。

小中で共同利用している図書室は、校舎

中央に配置ざれている。また、昇降口に

近く、スクールバスの待ち時問を過ごす場

にもなっている。児童生徒が待ち時間にも、

本を読んだり友人と話したり、それぞれ充実

した時間を過ごせるようになっている。
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湖南小中学校
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和室で囲炉裏のある語り部の部屋では地

域の住民を招き民話学習や茶道教室等 を

行っている。

郷土資料室は、郷土が生んだ文学者や芸術家

等の作品コーナーを設け、総合的な学習の時間な

事
例
問
h

____.__________」 どで、郷土 の偉人についての学習を行っている。

校長の視点から 湖南小中学校校長 小 山 健 幸

本校が目指す小中一貫教育重点事項の一つに、「表現力の育成」があげられます。学習の成果を伝えあう場や、発表する機会を

多く教育活動に取り入れたいという理由から、291㎡ある多目的ホールを設置しました。多目的ホールでは、児童生徒同士の発表

会、始業式、終業式や地域の方々を招いた様々な行事等を行っています。ざらに、地域人材を活用した表現力育成を目指して、民話

学習ができる語り部の部屋や郷土の偉人を紹介した郷土資料室が設けられ、「ふるざと湖南誇りを胸に」の育成に役立てています。
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京都府 京都市立大原小学校 ・大原 中学校

京都府京都市左京区大原
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" 校舎外観

1背 景

京都大原学院の校区は京都市の中心部

から北東へ15kmに 位置し、市街化調整区

域における、特別風致地区 ・歴史的風土保

存地区を含んだ校区である。児童生徒数は

年々減少しており、平成16年 に少子化問題

対策委員会が設置され、学校の存続をめぐ

り地域全体で協議した。少人数での教育に

対する不安から近隣の学校と統合する案も

出たが、「地域には学校が必要」という思い

も強く、最終的に小中一貫校 として、小中

.とも地域に存続することとなった。

平成19年 に学校関係者、,PTA、地域住

民等からなる「学校運営委員会」を発足し、

小中一貫教育についての検討を進め、平成

21年4月 に開校した。
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1階 水 深 の 調 整(プ ール フ ロ ア で 調 整)
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給食室
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1階(単 独 校 方 式)
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1学 校概要

[小]普 通:6学 級(46人)

特別支 援:1学 級(1人)

[中]普 通:3学 級(30人)

特別支 援:1学 級(t人)

4-3-2

平成21年(2009年)

鉄筋コンクリート造

地 上2階

12,124m:

5,433m'

1教 育上の特色

目指 す子供像 は 「思 いや りをもち、

自ら汗 のかける子」「科学的思考ができ

る子」「コミュニケーションカが発揮できる

子」である。少人数の中で育った子供たち

にとっては、コミュニケーションカが課題

となる。そこで他校や留学生、観光客との

交流や、多人数を前にした発表等、様々な

人とノ∫・れあう機会を可能な限り多く持たせ

るようにしている。

総合的な学習の時間には「大人になる科」

として 自分の考えを地域 に発 信したり、

自然と勤労の大切ざを学ぶ栽培活動を

行ったりしている。また、英語学習を1年生

から取 り入れている。

1学 校運営(マ ネジメント体制)

1人 の校長が小 ・中学校を兼務しており、

さらに全職員に対し、兼務発令ざれている。

教務 ・教科 ・生徒指導関係や学校事務は、

小・中学校で共同実施している。
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ヒ

京都大原学院

計画 ・設計のポイント

1.既存学校施設の有効活用

2,学校運営の一貫性確保への対応

3地 域と共にある学校施設の整備

1施 設上の特色

。小中一貫教育の実施に向けて、隣接する小中学校の既存校舎に対 し、小中合

同の昇降口、小中の校舎問をつなぐ渡り廊下、小中一体の職員室、子育て支援

センターの整備を行い、その他は既存校舎を最大限活用している。

校舎は旧中学校校舎の西館、東館、旧小学校校舎の本館の3棟 で構成されてお

り、東館を挟むように小中それぞれのグラウンドがある。

。普通教室は、4-3-2の 学年段階の区切りに合わせて、旧小学校校舎に1～4年 と

8～9年 、旧中学校校舎に5～7年 を配置している。特別教室は旧小学校、旧中学校

のものをそれぞれ利用するため、動線が交わり、自然な異学年交流を促している。

・施設内で保育施設や子育て支援センター、学童クラブ等の運営も行う地域の総合

的な教育拠点となっている。
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京都大原学院

{:',、マr■ξ≒ゴ∵計 こ髭 、.一言 〒」忌 平

1増 築 ・改 修

隣接する小中学校の既存施設を活かしつつ、小中一貫教育に適した学校施設となるように、増築 ・改修を行っている。
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校舎中央付近に増築した小中合同の昇降口。職員室が隣接

しており、人の出入りなどの管理も行いやすい計画となっている。

本館と東館をつなぐ渡り廊下を増築し、施設としての一体感

や学習 ・生活の利便性を高めている。

.

設
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7
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皿体育館

i二1

間

無
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小中が共同利用することから、児童生徒の体格や運動量の

違い等に配慮し、バスケットボール用のコートには高亡の異なる

2種類のゴールを設置した。,

r" ':一 一

1塗。肇 轟 嚢 茎5一 葦 虞 葦 ・:尋L・∠ら寸 応

図職 員室

小中教員の密接な連携を重要視し、小中一体の職員室を改修整備した。

開校当初の座席配置は分掌ごとの配置としていたが、現在は、より情報が伝わりやすいように学年段階の区切りごとの配置と

している。
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支援員 ALT
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教員仲)・
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(中)

非常勤講師
仲)

非常動講師

(小中)

事務職員

(中)

事務職員

(小)

管理用務員

(小)

管理用務員

(小)

※3～9年は学級副担任も含む

職 員室座席 配置

擁
一
睡
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京都天原学院

},,∫毒藁 乙 夢:至 弩 筆 奏還 譲3馨 奮

1地 域のコミュニティー拠点

小中一貫教育に加えて、保育機能と子育て相談機能も備えた地域の総合的な教育拠点となっている。また地域住民の利用を

意識したランチルームや図書館等も整備ざれており、地域のコミュニティー拠点としての役割も担ってし、る。

1子 育て支援センター

保護者同伴の0歳 から3歳の幼児を対象と

した無料の子育て支援センター(つ どいの

広場rぴ 一ちくば一ちく』)。

旧小学校校舎の図工資料室を改装して

整備している。

1保 育施設

京都市独自の保育事業として、0歳から6歳の子供を対象に、

認可保育所に準 じた家庭的な保育を実施 している(昼 間

里親施設 『小野山わらんべ』)。

旧中学校職員室と校長室を改装して整備している。
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皿大原ふるざとルーム

地域開放型のコミュニティルームとして、校内会議や児童

生徒の学習室として利用されるほか、地域住民の会合にも利用

している。

'華

ミ A

、
韻
5ー

"

。・校 長 の視 点 か ら いしとび ざとし

京都大原学院校長 石 飛 聡

0～15歳 の学舎を実現している本校は、保育施設 「小野山わらんべ」の存在が大きいです。児童生徒が必ず通る廊下に面

し、透明な大ぎな窓の奥には、元気な保育児童め姿が見られます。また、本館と東館をつなぐ渡り廊下(虹 の架け橋と命名)

や、西館入口には地域の写真や作品を展示しています。本校のキーワード「っながり」を、随所に見ることができます。

今後は、地域とよりつながる 「地域図書館」や全員で給食が食べられる「ランチルーム」の設置を検討していぎたいと考え

ています。
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1背 景

奈留小中学校は、人口約2,6QO人 の

奈留島唯一の小中学校である。平成10年 、

文部科学省委嘱中高一貫教育推進校とな

り、平成20年 度から小中高一貫教育を本
ヱ

格実施している。教職員及び生徒の移動を

考慮し、県立奈留高等学校校舎と渡り廊下

で接続している。

平成22年 に奈留中学校の老朽校舎の改

築を契機に、奈留小学校が中学校敷地へ

移転し、施設一体型校舎を整備した。

到学校概要

[小]普 通:4学 級(45人)

特別支提:1学 級(1人)

[中]普 通:3学 級(40人)

・'ユ ヨ耳ヨπ戴 言 5,120m:

fiIX育 上 の 特 色

「自ら学び 自ら生ぎ方を切り拓ぎ 夢を

実現する児重生徒の育成」を学校教育目標

とし、小中高一貫教育で「学力の向上」「社会

力の育成」を図っている。

特に英語力の向上に力を入れており、小学

1年生から英語活動を行っている。全学年

の活動 ・授業に高校のALτが参加し、5～6

年生には中学校の英語教員が乗 り入れ

授業を行っている。

英語以外でも、中学校の理科、保健体育

に高校教員が、小学校の音楽に中学校教員

が乗り入れ授業を行っている。

1学 校 運 営(マ ネ ジメ ン ト体 制)

小学校長が、中学校長を兼務している。

乗り入れ授業を行う教諭、養護教諭等、一部

の教諭が兼務発令亡れている。

生徒指導等の校務分掌は小中教職員が共

同実施している。小中高の教職員同士で、月
一回情報共有のために会議を開催している。
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奈留小中学校

計画 ・設計のポイント

1異 学年交流スペースの充実

2.小中一貫教育の取組の高度化に

資する共同利用

3.学年段階の区切 りに対応した空

間構成、施設機能

4.小中一貫した教育課程に対応し

た施設環境

llte設 上 の 特 色

・中庭 ・吹抜を囲む回廊型の一体感のあk校 舎、広いエントランスホールに続く中庭

の屋外ステージ、全面引ぎ戸の間仕切りでつながる教室と広めの廊下、屋外デツキ・

等、開放的で余裕を持たせた空間づくりをしている。校庭に面した校舎西側に普

通教室、中庭を挟んで東側に特別教室をまとめて配置している。

・図書室、家庭教室、音楽教室等の特別教室を小中で共同利用している。中学生用

図書の一部を教室に隣接するオープンスペースに配置するなど、生徒の利用を促す

工夫をしている。'

。小中一体の職員室は、エントランスホール、グラウンドのどちらにも目が届く校舎

西側の1階 に配置している。

配置図

O
S:=1/5000

【凡例】
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奈留小中学校
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多目的スペースである「ふれあいホール」は、図書ボラン

ティアの読み聞かせや小学生の造形遊び、夏休みの作品展や

書ぎ初め展等、児童生徒の作品掲示にも活用している。また、

ソファーやその周辺は児童生徒たちの交流や憩いの場となっ

ている。

図図書室,

己
事

,監
ε
ε
」

γ
哩ソ

゜

9

三

ヨ

=
「 図書室はふれあいホールにつながる仕切りのない空間で、

図書が高学年のオープンスペースまでつながっており、校内

に一体感と異学年間の交流を生み出している。

H中 庭の屋外ステージ

1

エントランスホールから続く屋外ステージでは、小中合同で

行われる音楽祭の練習などを行い、児童生徒の表現力の育成

に活用している。

1コ ンピュータ室

認

1

ふれあいホール上部は仕切りのないコンピュータ教室で、

学年の垣根を越えた自由な学習に活用している。

湛 、一 尊一 蔑 薪 跨3厭 縄 ゾ・題 叢!・∴ ・こ護二筆5彗 暫 牽、1罫

H特 別教室 こ・?

　 一　 一 　一 　 　一一一1

特別教室に関しては、小中各々の必要室を整理し、共同利用

や他室との兼用の可能性を検討し、最小限となるように整備して

いる。音楽教室や家庭教室を小中で共同利用しており、図工室

と美術教室を兼用している。
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小中で共同利用している音楽室
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奈留小申学校

{三i.箏 窪 琴 隙 雫茎ζひ1:縁 言1.を 雲 爵 き 三藩 奪 蓑 婆 砦

1普 通教室 と隣接するオープンスペース

4嵩鵜 灘 灘 縞 灘 鍮 業 「τ　一一
いる。また、中学生の普通教室に隣接したオープンスペースに}

は図書室の一部の図書を分散配置し、生徒の日常的な読書

活動を促している。

gEl
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匪屋 外 オ ー プ ンスペ ー ス(屋 外 デ ッキ)

校舎2階 部分にある屋外のオープンスペースは屋根付ぎの

ウッドデッキを設けており、観察 ・実験など理科の授業活動に

活用している。
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1小 中高一貫教育の推進

〒
門り
!

駈
巳

七

小中学校の校舎と高狡の校舎をつなぐ渡り廊下 小中高合同で行われる運動会

平成20年 より小中高一貫教育を本格実施しており、隣接する県立奈留高校とともに小中高一貫教育の在り方に関する実践研

究を推進している。

小中高での合同行事として、毎年4月 は歓迎遠足、9月は体育大会、10月 はかるた ・百人一首大会を実施している。また、

英語 ・数学 ・音楽等の相互乗り入れ授業の実施のほか、「奈留 ・実践」という地域における体験活動などへの参加を通 して、問題

解決能力や社会性の向上を目指す合同の取組等、様々な交流 ・連携を図っている。

・.〉校 長 の 視 点 か ら
ながお よしひろ

奈留小中学校校長 長 尾 能 博

日本の西の果て五島列島の中央部に位置する奈留島は、漁業で栄えた潤いの島でした。また、一島一町である奈留町は古く

から「教育の町」としても有名です。現在も学校教育に対する信頼と期待は大ぎく、学校と地域が一体となって子供たちを

育てようとする教育風土が根付いています。島の中心に位置する小高い丘の上に建てられた校舎は島自慢のシンボルであり、

また、遠くδ・るさとを思う卒業生へ希望と勇気の光を届ける灯台のようでもあります。この校舎で学んだ子供たちは迷わず

いっでも'∫、るさとへ戻ることができるでしょう。
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